突然 細君 も 敗 けん 気 を 起して 一矢 報いた。 夫の 気 は 

一 辺に くぢ けた。 そして 顔 を あかく した。 

「あなた も 随分 馬鹿 だ わね ご 細君 は 皮肉らし い 苦笑 

を 浮べ て 夫の 顔 を靦き 込んだ。 

「いや、 もう 帰らう ご 

夫 はテレ 臭い 顔 をして 立ち あがった。 

その 帰り 途、 夫 は 近頃に ない 幸福な 気持 を 味った。 

( 一 月 一 一十 二日) 
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